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福井県特別栽培農産物認証申請書の受付が始まります
～ 21年度の実績書のご提出も忘れずに～

平成２２年度に、農地・水・環境保全向上対策（営農活動支援）に取り組まれる方は、
県特栽申請の認証が要件の１つですので、申請忘れの無いようにご注意下さい。

　福井県特別栽培農産物認証の申請の受け付けは、下記のとおりとなっていますので、申請を予定されている方は
お早めにお申込ください。なお、21年度に取り組まれた方は、実績書の提出もお願いします。

環境への負荷をできる限り低減させて有機物の有効活用により自然循環機能
を維持増進する、環境と調和のとれたエコ農業の推進のため、本県の主要農
産物である米のエコファーマー化を推進しております。生産者の皆様のご理
解と積極的な取組みをお願いします。

丹南地区の平成 21年産米の 1 等米比率は高まったものの、昨年、7 月中
旬～ 8 月上旬の雨により、稈長が伸び、倒伏圃場が多く見受けられました。
平成 22 年度は、5 月15 日以降移植（さつき半ばの適期田植え）が管内
全域で実施されます。ポイントを理解し、収量、品質の安定に努めて下さい。

平成 21年度は、幼穂形成期の茎数が多いほど、倒伏程度が大きい傾向。

・・・育苗期の気温が、連休植えより２℃ほど高くなることから、

・・・収穫時期の 9 月上・中旬は秋雨が降る場合があり、収穫に支障のないよう、移植計画を立てて下さい。

▲ ▲

平成２２年度、幼穂形成期の茎数を減らすためには
・１坪当たりの植え付け株数を減らす。
・株当たり植え付け本数が多いなら、1 株当たり 3 ～ 4 本に。
・基肥窒素量（標準）：5 月15 日～ 5 月 20 日移植で 2kg/10a、5 月 21日～ 5 月 31日移植で 1kg/10a

1苗の徒長防止と根張り促進のため、床土が含む窒素量は従来の 1/2 ～ 1/3（0.7 ～ 1g/ 箱）に。
2育苗期間は 18 日ほどとなり、5 月15 日移植の播種日は 4 月 29 日頃。
3苗出し直後に使用する被覆シートは、温度が上がりにくい「太陽シート」がよい。
4苗出し後のハウス管理でビニールの裾を上げる時期を早める（日中なら苗出し同時で可かも）。

土づくりを行い、農薬と化学肥料を通常の栽培方法に比べて 20％以上削減
する生産計画を県から認定された農業者

丹南農林総合事務所農業経営支援部へ（越前町の方は丹生分庁舎技術経営支援課へ）

≪県では、福井米のエコファーマー化を推進しています≫

申請受付期間（予定） 申請対象作物 申請先

1月 5 日（火）～ 1月 29 日（金）
水稲、大豆、雑穀、

春・夏野菜、果樹、とう精、小分け 丹南農林総合事務所
農業経営支援部

6 月1日（火）～ 6 月 30 日（水）
麦、そば、秋・冬野菜、

とう精、小分け

>>>

>>>

★エコファーマー★

★お問い合わせは★

❶ 倒伏対策

❷ 育苗対策

❸ 収穫対策

平成22年度の稲作技術対策（５月15日以降移植の安定実施に向けて）
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平成 21年 12月 5日現在

※掲載は表彰日順となっています。

受　　賞　　名 受　賞　者　氏　名
中日造林賞 奨励賞 越前町　　佐々木　一郎
全日本学校関係緑化コンクール 国土緑化推進機構会長賞 越前町　　越前町立宮崎小学校
全国植樹祭記念
福井県美しいふるさとづくり功労賞

越前町　　越前町漁民の森を育てる会
越前町　　越前町民運動推進協議会

全国育樹活動コンクール 国土緑化推進機構理事長賞 越前町　　越前町漁民の森を育てる会

造林コンクール 知事賞 越前市　　渡辺 　貢
越前町　　西野　 哲治

野菜バスケットコンクール
知事賞 越前市　　棗 　　賀代子
丹南農林総合事務所長賞 南越前町　新谷 　美智子

越前たけふ農業協同組合農林産物品評会
知事賞 越前市　　小嶋 　卓敏　
丹南農林総合事務所長賞 越前市　　北島 　藤助

農政功績者 北陸農政局長賞 越前町　　駒野 　多治右ヱ門
武生菊花コンクール 知事賞 越前市　　角　   清
優良担い手表彰 農林水産省経営局長賞 越前町　　山嵜 　繁信・美枝子
毎日農業記録賞 新規就農大賞 池田町　　後藤 　宝
北陸農政局男女共同参画優良事例表彰 北陸農政局長賞 越前町　　寺坂 　律子

今庄特産つるし柿品評会
知事賞 南越前町　中沢　茂
丹南農林総合事務所長賞 南越前町　中沢  則明

たんなん農産物共進会
知事賞 鯖江市　　熊野　 昭寛
丹南農林総合事務所長賞 鯖江市　　栗田　 信夫

◆平成21年丹南農林管内トピックス

◆平成21年選奨事業・農産物品評会等表彰

全国植樹祭が福井市一乗谷朝倉氏遺跡で開催。丹南会場は総合植物園プラントピアで、林業後継者大会も越前市にて開催1
コシヒカリ復活元年（「さつき半ばの適期田植え」「エコ農業」「1.9ミリ網目交換」の推進）

福井米の品質向上と更なる飛躍に向けた体制整備

水仙球根改植ボランティア参加者が過去最高の３５０人に !!

植樹祭を契機とした県民運動の輪が広がる（フットパス、マラソン、花と緑にあふれたふるさとづくりなど）

県内初のストックマネージメント（土地改良施設の長寿命化）方式による松ヶ鼻頭首工の改修に着手

地産地消の拡大のための広域集出荷システム稼働開始（直売所：百姓の館、四季菜、丹生膳野菜）

林 道 で 健 康 的 な 汗 を！  林 道 マ ラ ソ ン ＆ ウ ォ ー ク 開 催

2
3 「コウノトリ呼び戻す農法米」ブランド発信4
5
6
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新聞やテレビで、県の情報をキャッチ！
新 聞● 「県からのお知らせ」（毎月1日、15日に掲載）
テ レ ビ● 「おはようふくい730」（日曜7：30〜8：00／FBC）

「ほっとふくい」（1・3土曜17：00〜17：15／ftb）
「まちかど県政」（日曜11：45〜11：50／FBC　16：55〜17：00／ftb）

広 報 誌● 「グラフふくい」（毎月10日発行）
※ラジオやインターネットでも提供中 詳しくは、福井県広報課　TEL.0776-20-0220 までどうぞ

　平成 21 年 11月1日（日）、｢林道マラソン＆ウォークⅰｎ越前市｣ が開催されました。越前市金華山グリーンランドを発着点とする「マ
ラソン」には県内外から 61 名の参加をいただき、アップダウンのある11.6km のコースで健脚を競い合いました。
　また、坂口公民館から金華山に至る約 6㎞の ｢ウォーク｣ には、家族連れなど 158 名が参加され、美しい紅葉の中、さわやかな秋
風を感じながらウォーキングを楽しみました。また、道中での間伐作業見学では、杉の木が倒れる様子に大きな歓声があがっていました。

林道を駆け抜けるランナー 自然を満喫したウォーク ふっくりんも飛び入り参加
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